特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例をここに公布する。
令和４年５月１１日
瀬戸市長　伊藤保德　
瀬戸市条例第１６号
特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
特別職の職員の給与に関する条例（昭和３６年瀬戸市条例第３号）の一
部を次のように改正する。
次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。
	改正後
	改正前

	（期末手当）
	（期末手当）

	第４条　＜省略＞
	第４条　＜省略＞

	２　期末手当の額は、それぞれの基準日現在（退職し、又は死亡したものにあっては、退職し、又は死亡した日現在）における給料月額を基礎として一般職の職員の例により算出した額とする。ただし、瀬戸市職員の給与に関する条例（
昭和３６年瀬戸市条例第４号）第２０条第２項中「１００分の１２０」とあるのは「１００分の１６２．５」とし、第２０条第５項に規定する期末手当基礎額は、同項により算出された額に給料月額に１００分の２５を超えない範囲内で市長が定める割合を乗じて得た額を加算した額とする。
	２　期末手当の額は、それぞれの基準日現在（退職し、又は死亡したものにあっては、退職し、又は死亡した日現在）における給料月額を基礎として一般職の職員の例により算出した額とする。ただし、瀬戸市職員の給与に関する条例（
昭和３６年瀬戸市条例第４号）第２０条第２項中「１００分の１２７．５」とあるのは「１００分の１６７．５」とし、第２０条第５項に規定する期末手当基礎額は、同項により算出された額に給料月額に１００分の２５を超えない範囲内で市長が定める割合を乗じて得た額を加算した額とする。

	
	


　　　附　則
　（施行期日）

１　この条例は、公布の日から施行する。
　（令和４年６月に支給する期末手当に関する特例措置）
２　令和４年６月の特別職の職員の期末手当の支給について、改正後の特別職の職員の給与に関する条例第４条第２項の規定の適用については、同項ただし書中「第２０条第５項」とあるのは「瀬戸市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例（令和４年瀬戸市条例第１７号）附則第２項第１号中「１２７．５分の１５」とあるのは「１６７．５分の１０」とし、瀬戸市職員の給与に関する条例第２０条第５項」とする。
　（委任）

３　前項に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。


